
沖
縄
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嶺
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反
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す
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ー

賞
受
賞
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画
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ル
・
ム
ー
ア
氏
、
国
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レ
ス
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ナ
問
題
特
別
報
告
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で
プ
リ
ン
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ン
大
名
誉
教

授
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ォ
ー

ク
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、
ジ
ャ
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「
シ
ョ
ッ
ク
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ド
ク
ト
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」

著
者
の
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン

氏
ら
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
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。
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( ８ )

私たちは沖縄県内の新基地建設に反対し、平和と尊厳、人権と環境保護
のためにたたかう沖縄の人々を支持します。

私たち署名者一同は、2013年末に安倍晋三首相と仲井真弘多沖縄県知事の間でかわさ
れた、人間と環境を犠牲にして沖縄の軍事植民地状態を深化し拡大させるための取り決め
に反対します。安倍首相は経済振興をエサに、軍港をともなう大型の海兵隊航空基地を作
るために沖縄北東部の辺野古沿岸を埋め立てる承認を仲井真知事から引き出しました。
辺野古に基地を作る計画は１９６０年代からありました。それが１９９６年に掘り起こされ、前
年に起こった少女暴行事件もあり当時沖縄で最高潮に達していた反米軍基地感情を鎮める
ために、日米政府は、宜野湾市の真ん中にある普天間基地を閉鎖して、辺野古の新基地
にその機能を移転させようと計画しました。辺野古は稀に見る生物多様性を抱え、絶滅の危
機にある海洋哺乳動物、ジュゴンが棲息する地域です。
仲井真知事の埋め立て承認は沖縄県民の民意を反映したものではありません。（略）近
年の世論調査では県民の辺野古新基地への反対は７割から９割に上っていました。(略)沖
縄県民の７２．４％が知事の決定を「公約違反」と言っています。埋め立て承認は沖縄県民
に対する裏切りだったのです。

在日米軍専用基地面積の７３．８％は日本国全体の面積の０．６％しかない沖縄県に置か
れ、沖縄本島の１８．３％は米軍に占拠されています。普天間基地はそもそも１９４５年の沖
縄戦のさ中、米軍が本土決戦に備え、住民の土地を奪って作りました。終戦後返還されるべ
きであったのに、戦後７０年近く経っても米軍は保持したままです。したがって、返還に条件
がつくことは本来的に許されないことなのです。

今回の合意は長年の沖縄の人々の苦しみを恒久化させることにもつながります。沖縄は、
日本による１７世紀初の侵略に始まり、１９世紀末の日本国への強制併合を経て、１９４４年
には、米軍の襲撃を控え、天皇制を守るための時間稼ぎの要塞とされました。沖縄戦では
１０万人以上、住民の４分の１にあたる人々が殺されました。戦後、米軍政下において基地
はさらに増えました。沖縄は１９７２年に日本に「返還」されたものの、基地がなくなるとの沖
縄住民の希望は打ち砕かれました。そして今日も、沖縄県民は基地の存在によってひき起
こされる犯罪、事件、デシベル数の高い航空機の騒音や、環境汚染による被害を受け続け
ています。戦後ずっと、沖縄の人々は米国独立宣言が糾弾する「権力の濫用や強奪」に苦
しめられ続けています。（略）

沖縄の人々は、米国の２０世紀における公民権運動に見られたように、軍事植民地状態を
終わらせるために非暴力のたたかいを続けてきました。生活を脅かす実弾砲撃訓練に対し
演習場に突入して阻止したり、米軍基地のまわりに人間の鎖を作って抵抗を表現したりしま
した。大規模なデモが時折持たれ、約１０万人－人口の１０分の１にもあたる人々が参加して
きています。８０代の人たちが辺野古基地建設を阻止するために立ち上がり、座り込みは何
年も続いています。県議会は辺野古基地反対の決議を通し、２０１３年１月には全４１市町村
首長が、オスプレイ配備撤回と県内移設基地の建設を断念するよう政府に求める建白書に
署名しました。
私たちは、沖縄の人々による平和と尊厳、人権と環境保護のための非暴力のたたかいを
支持します。辺野古の海兵隊基地建設は中止すべきであり、普天間は沖縄の人々に直ち
に返すべきです。
２０１４年１月


